
金属ナノ 粒子の取扱方法

ご使用前に、 ナノ 粒子の入った袋の中にガスがある かどう かを確認し ます。 も し ある 場合は、 袋の角に小さ な穴を開け、 ゆっく り と 力

を加えてガスを抜いてく ださ い。 袋の中の温度が上昇し てき たら 温度が下がる まで待ち、 その後にも う 一度同じ よ う に繰り 返し ます。 ナ

ノ 粒子が入った袋を冷蔵庫 (3℃ -10℃ ) などに一定期間入れておく と ガスは減少し ます。 袋の中のガスは、 ナノ 粒子の非常に高い触媒効果

によ る ごく 一般的な現象です。 ガスが放出さ れれば、 製品の質及びパフォ ーマンスには全く 影響があり ません。

[ 取扱注意事項 ]

1.金属ナノ 粒子の粉末は振動や摩擦を避けてく ださ い。

2.湿気・ 熱・ 衝撃・ 日光から 避けて保管し てく ださ い。

3.金属ナノ 粒子は、 取り 扱い方を誤る と 爆発や発火する ため非常に危険です。 専門知識を有する 人のみが取り 扱ってく ださ い。

適切な使用環境

不活性ガス（ 窒素、 アルゴン） で密封さ れたグロ ーブボッ ク ス内での使用が最も 推奨さ れます。 または、 真空の環境であれば同じ く 安

全に使用でき ます。 大気中での使用は、 酸素が粒子に結合し 、 酸化の過程で熱を放射する こ と で高温と なり 、 爆発や発火を誘発する 恐れ

があり ます。 こ れは、 粒径が小さ く なる ごと に危険性が高く なり ます。

適切な保存方法

製品は、 窒素ガスが充填さ れた袋に入った状態と なり ますが、 窒素は抜けていき ますので、 そのまま放置し ていた場合は約１ 週間で品

質にダメ ージ ( 粒子表面の酸化 ) を与えます。 使用し ない場合は開封し ていない場合でも 、 真空状態または窒素ガスか Ar ガスを充填し 、

凍結状態 ( マイ ナス 50℃以下推奨 ) で保管し てく ださ い。 最短で２ 年、 最長で５ 年間保存可能です。 ( 不活性雰囲気又は真空での保存は必

須と なり ます )

ナノ 粒子の分散方法

ナノ 粒子の粉末は基本的に凝集体 ( 二次粒子 ) と なる ため、 凝集を解く ( 一次粒子にする ) 必要があり 、 それには経験を要し ます。

水相内で使用する 場合： 超音波処理で分散

油相内で使用する 場合： ハイ シアーミ キサーを使用し て分散

乾燥粉末で使用の場合： ボールミ ルを使用し て分散

法則： 粒子サイ ズが小さ ければ小さ いほど表面積が大き く なり 、 粒子の活動が活発になり ます。 つまり 、 ナノ の特性が完全に現れます。

安全性： ナノ 粒子には、 医学的・ 環境的な危険性があり ます。 こ の原因の殆どが高度な表面積対体積率によ る も ので、 こ れによ って粒子

の触媒効果が非常に高く なる ためです。 また、 ナノ 粒子は有機体の細胞膜を通過する こ と が可能ですが、 生体系と の相互作用は現時点で

はよ く 分かっていません。

ナノ 粒子を 溶媒に分散さ せる 方法

1. ステッ プ 1.分散剤 ( 界面活性剤 ) を溶液に追加し ます。 ステッ プ 2. 分散剤が溶液に完全に溶けた後、 ナノ 粒子を追加し ます。 ステッ

プ 3.  最後に、 超音波処理を施し ます ( こ れはお客様自身の経験を要し ます )。

2. 超音波処理の間、 分散物は加熱と 焼けつき を起こ し ている 場合がある ため、 5 分毎に工程を止め、 冷まし 、 脱泡し てから 継続し ます。

5 分間を 6 回、 合計 30 分間こ れを続ける よ う にする と 良いでし ょ う 。

3. 超音波処理後、 分散液を遠心分離機にかけ、 分散さ れなかった凝集粒子を取り 除き ます。 遠心速度は 2000r/m in、 遠心分離時間は

30 分です。 遠心分離後、 こ の分散液は粒子のサイ ズ、 濃度、 分子量等に基づいて一定時間安定性を保つこ と ができ ます。
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デアグロ メ レ ーショ ンツ ールの比較

デアグロ メ レ ーショ ン

ツール
ナノ 粒子の状態 動作原理 メ リ ッ ト デメ リ ッ ト 剪断応力のレ ベル

粉砕機

( ﾎ゙ ーﾙ･ 攪拌 ･ 遠心 ･

ｼ゙ ｪｯﾄﾐﾙ)

主にﾄﾞ ﾗｲ ･ ｳｪｯﾄﾊ゚ ｳﾀﾞ

にー適し ていま す。
超微粉砕工程を伴う 。 大型のバッ チに有用。

速度の遅いﾎﾞ ーﾙﾐﾙは、

数 日 掛 か る 事 が あ る 。

粉砕運動はﾅﾉｱｰｷﾃｸﾁｬ

ｰの 著し い破壊を 招く 。

洗浄が困難なため、 ｺﾝﾀ

ﾐﾈー ｼｮﾝにつながる 。

MEDIUM

攪拌

( 磁気・ ｵー ﾊ゙ ーﾍｯﾄﾞ )

溶媒中の粒子に適し

ていま す。

渦を 形成する のに十分

な ｽﾋﾟ ーﾄ ﾞ を 有する 攪拌

機の 使用。 ｵｰﾊﾞ ーﾍｯﾄ ﾞ

攪拌は、 磁気対応品に

比べ遥かに高い速度を

有する 。

ナノ 粒子の摩擦や破壊

がほぼ無い。

比較的廉価である 。

非効率的。 分散の均一

性向上のた めにし ばし

ば使用さ れま す。
LOW

高速ﾎﾓｼ゙ ﾅｲｻ゙ ー

ﾛ ﾀーｰ／ｽﾃー ﾀｰ／ｼ゙ ｪﾈﾚ ﾀー

ﾌーﾟ ﾛ ﾌーﾞ の使用 : ﾛ ﾀーｰは

ｼﾞ ｪﾈﾚ ﾀーｰを 通し 、 液体

の再循環や固体懸濁の

た め の 遠心ﾎﾟ ﾝﾌﾟ と し

て機能し ま す。

2500m l ま で の 大型の

液体ｻﾝﾌﾟ ﾙに 適し て い

る 。
N/A N/A

高圧ﾎﾓｼ゙ ﾅｲｻ゙ ー

ﾏｲｸﾛﾁｬﾈﾙ内で 加圧さ

れた 液体流によ る 剪断

応力と キ ャ ビ テ ーシ ョ

ン 。

非常に効率的である 。

分散中の温度上昇によ

り 、 粒子ｱｰｷﾃｸﾁｬが 変

化する 。 高価。
HIGH

超音波洗浄器

洗浄器中の超音波と ｷｬ

ﾋﾞ ﾃ ｼーｮﾝ活動 ( 即ち、 液

体中の気泡の形成、 成

長、 及び内破 ) の利用。

比較的廉価である 。

ﾌﾟ ﾛ ﾌーﾞ 型と 比べ、 洗浄

器型は効果 ( 剪断応力 )

が 低い。 分散中の 温度

上昇によ り 、 ﾅﾉ粒子ｱ ｷー

ﾃｸﾁｬが変化する 。 価格

によ る 性能の差が顕著。

MEDIUM

超音波ﾌﾟ ﾛ ﾌーﾞ 処理

超音波ﾃ゙ ｨｽﾗﾌﾟ ﾀｰ

超音波洗浄器に似てい

る が、 比較的少な い容

量でよ り 多く のエネ ル

ギー密度が得ら れる 。

非常に効率的である 。

ﾌﾟ ﾛ ﾌーﾞ によ る 粉砕はｻﾝ

ﾌﾟ ﾙを 汚染する 。 分散中

の 温度上昇に よ り 、 数

分でﾅﾉ粒子ｱ ｷーﾃｸﾁｬが変

化する 。 価格に よ る 性

能の差が顕著。

HIGH
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